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道北地域 59市町村

網走；104名 岐阜
道北；264名長崎・青森・滋賀

179市町村に窓口担当を
従来は2500名で10支部
⇒道南・道央・道北・道東
の４地域長・29地区長で
179市町村担当を支援

北海道は4K
寒冷・広大・高齢・過疎

国内1718市町村
・ 道内179市町村

道士会員数
2500名

新規卒業
年200名以上
平均31才
70%が<10年

渡島・桧山（埼玉・佐賀）；212名

道南地域 18市町村

後志（山梨)；120名
日高・胆振（和歌山・奈良）；245名

石狩（鳥取）；1203名
空知（山形)；115名

道央地域 70市町村

十勝（秋田)；128名

道東地域 32市町村
根釧（茨城・広島）；112名
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①平成26年度、パイロット事業の資金援助を受けて、

道内179市町村（国内は1718市町村）に対して、

OT不在地域にも対応するため、二次医療圏域に準じた27地区、

県士会レベルの10支部、それらを4地域に機能統合し、

理事会との双方向的システムと派遣システムを確立する。

担当者名簿や地域OTに関するツール・コンテンツを作成し、

OT活用の啓発や普及に資する人材を、OJTを含めて育成する。

各市町村と道士会を繋ぐ窓口担当を
配置・育成し、地域作業療法を推進する ①

○平成24年度から、地域作業療法の推進に大きく舵を切った。
○平成25年度から、市町村担当と地区代表、10支部、4地域化を推進。



市町村窓口担当に期待したこと

•作業療法士の業務の周知

⇒ 道士会にて資料・名刺を用意

•地域支援事業やケア会議の進捗状況の確認（DB作成）

⇒ 道士会を通し各市町村の情報・好事例を共有

•支援や参加の要請に出来る範囲にて応える

⇒ 道士会からも職場長へ派遣の要請

•担当に資する best practice の情報共有

⇒ 道士会事業としてOJTによる拡充へ

地域ケア会議・地域支援事業への参加（個別訪問も）、
地域包括ケアシステムの確立に向けてOTの啓発と普及。



窓口訪問までの準備

•地域作業療法（士会研修会）の予習をしてくる

•担当市町村のHPおよび市町村の窓口に連絡しチェックする

•チェックする項目は

①地域の政策および実施計画および状況

（第5期高齢者保健医療福祉計画などにおける、

OTの認知、計画状況など）

１）上記計画の入手および確認

２）１）が入手できない場合は

①地域ケア会議の開催状況、実施計画

②介護予防事業の計画・実施状況（できれば医療連携も）



市町村担当として ケア会議や訪問の受託

•市町村担当を中心として複数名の確保

（道士会として施設長への派遣要請、首長は検討中）

•公社 道士会として業務委託を受ける

（個人的なつながりよりも組織として）

•地域長・支部長・地区長などと微調整

（とくに冬季間の移動などに）

•道士会の規定の範囲内にて時間報酬

および交通費実費（休業補償など施設により要検討）



委託書の項目

• 委託業務
• 処理の方法
• 委託期間
• 委託料
• 契約保証金
• 再委託などの禁止
• 業務担当員
• 業務処理責任者
• 結果の報告
• 報告義務

• 調査など
• 委託事業内容の変更など
• 甲の解除権
• 乙の解除権
• 損害賠償
• 秘密の保持
• 個人情報の保護
• 相殺
• 管轄裁判所
• 契約に定めない耳垢

このほかに、支援事業の実施要領、個人情報取扱特記事項

顧問弁護士に依頼し文書作成



地域作業療法
推進委員会

北海道作業療法士会 市町村担当者
フローチャート ケア会議派遣までの Step12
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各市町村の窓口担当者 一覧 H27年６月12日現在

札幌市

福島雅弘
介護老人保健施設コミュニティ
ホーム白石

赤井川村 辻田宏 れい明の里 厚沢部町 山崎礼二 函館脳神経外科 旭川市 与坂 健 旭川リハビリテーション病院

中村 雅 介護老人保健施設コスモス 古平町 辻田宏 れい明の里 木古内町 鈴木 健嗣 木古内国保病院 鷹栖町 本澤 征二 旭川リハビリテーション病院

山口竜矢 牧田病院 デイケアセンター 積丹町 辻田宏 れい明の里
知内町

溝部 和 合同会社クオリティーライズ 東神楽町 市原敬久 介護老人保健施設回生苑

三家早織 手稲渓仁会病院 共和町 大久保裕 コミュニティーホーム岩内 麓 文太 函館脳神経外科 当麻町 小笠原和真 旭川三愛病院

斉藤良行 時計台記念病院 岩内町 小川徳之 コミュニティーホーム岩内 福島町 中谷 明子 函館脳神経外科 比布町 柳田 草太 旭川リハビリテーション病院

平 恵浩 札幌山の上病院 蘭越町 平澤朗 昆布温泉病院 松前町 河野 えり子 松前町立病院 愛別町 片桐洋介 森山メモリアル病院

小川輝史 定山渓病院 泊村 佐藤英城 神恵内ハイツ998 奥尻町 伊丸岡 知明 西堀病院 上川町 青栁 美由紀 旭川リハビリテーション病院

樫木雅美 北樹会病院 神恵内村 佐藤英城 神恵内ハイツ998 上ノ国町 福士和実 函館新都市病院
東川町

増田一歩 旭川ペインクリニック

佐藤 加奈子 真栄病院 ニセコ町 政田渉一 倶知安厚生病院 江差町 丸山徹也 函館新都市病院 矢野 貴大 森山メモリアル病院

播磨孝司 さっぽろ在宅医療クリニック 真狩村 政田渉一 倶知安厚生病院 八雲町 冨樫由美子 八雲総合病院 美瑛町 外山貴浩 旭川リハビリテーション病院

伊藤 玲 みかん訪問看護ステーション 留寿都村 木村圭佑 倶知安厚生病院 幸村はるか コミュニティホーム八雲 富良野市 笹田 めぐみ 富良野市こども通園センター

馬道 健弘
札幌西円山病院

喜茂別町 木村圭佑 倶知安厚生病院 長万部町 大和孝司 コミュニティホーム八雲
上富良野
町

草野功介 ふらの西病院

田辺 義信 新札幌パウロ病院 京極町 吉田和人 倶知安厚生病院 今金町 舘田真紀 今金町老人保健施設
中富良野
町

草野功介 ふらの西病院

乙坂 道子
介護老人保健施設エルクォール
平和

倶知安町 吉田和人 倶知安厚生病院 せたな町 池田 靖子 八雲総合病院
南富良野
町

草野功介 ふらの西病院

原田 拓哉 定山渓病院 寿都町 小玉武志 西小樽病院みどりの里 後藤 祐希 道南ロイヤル病院 占冠村 草野功介 ふらの西病院

我妻 智恵子 秀友会在宅リハビリテーション部 黒松内町 小玉武志 西小樽病院みどりの里 乙部町 松岡智子 松岡訪問看護サービス 名寄市 窪田博文 名寄市立総合病院

森林 史代
さっぽろ高齢者福祉生活協同組
合 イリスもとまち

島牧村 小玉武志 西小樽病院みどりの里 帯広市 阿部正之 十勝リハビリテーションセンター 下川町 窪田博文 名寄市立総合病院

小林豪 札幌山の上病院

登別市

津田 克彦 恵愛病院 芽室町 寺嶋正啓 おおえメンタルクリニック 美深町 窪田博文 名寄市立総合病院

千歳市
沼田士嗣 千歳豊友会病院 西川さやか JCHO登別病院 中札内村 山田智子 道立緑ヶ丘病院

音威子府
村

窪田博文 名寄市立総合病院

三浦正樹 千歳リハビリテーション学院 堀川 博司 訪問看護ステーションあおい 更別村 齊藤澄枝 開西病院 中川町 窪田博文 名寄市立総合病院

恵庭市
佐藤和彦 恵庭市保健センター

室蘭市

永沼 徹 室蘭太平洋病院 大樹町 坂下 裕希 北斗病院 士別市 森 悠亮 士別市立病院

池田 保 日本福祉リハビリテーション学院 山本英貴 日鋼記念病院 広尾町 坂下 裕希 北斗病院 和寒町 森 悠亮 士別市立病院

北広島市
玉邑亜矢

北広島リハビリセンター特養部四
恩園

田宮高道 大川原脳神経外科病院 浦幌町 廣部広美 アメニティー帯広 剣淵町 森 悠亮 士別市立病院

小田島秀典 訪問看護ステーションひなた 大川 舞 製鉄記念室蘭病院 新得町 阿部正之 十勝リハビリテーションセンター 幌加内町 森 悠亮 士別市立病院

江別市
宇佐美陽平 訪問看護ステーションのっぽろ 伊達市 鴻野隆康 聖ケ丘病院 清水町 菅谷智鶴 自宅 稚内市 太田 緑 稚内市立病院

米坂公基 訪問看護ステーションのっぽろ 壮瞥町 鴻野隆康 聖ケ丘病院 音更町 村中ルミ子 徳洲会病院 猿払村 太田 緑 稚内市立病院

新篠津村 浅野葉子 北海道医療大学 豊浦町 浅利弘樹 洞爺温泉病院 士幌町 寺嶋正啓 おおえメンタルクリニック 幌延町 太田 緑 稚内市立病院

当別町 浅野葉子 北海道医療大学 洞爺湖町 浅利弘樹 洞爺温泉病院 上士幌町 阿部正之 十勝リハビリテーションセンター 豊富町 太田 緑 稚内市立病院

石狩市
浅野葉子 北海道医療大学

苫小牧市
佐藤功 苫小牧東病院 鹿追町 阿部正之 十勝リハビリテーションセンター 浜頓別町 太田 緑 稚内市立病院

我妻智恵子 秀友会在宅リハビリテーション部 和泉 聡
生田医院 介護老人保健施設さ
くら

幕別町 江波拓磨 介護老人保健施設あかしや 中頓別町 太田 緑 稚内市立病院

岩見沢市
鈴木光広

岩見沢市立総合病院 厚真町
松浦千果子 植苗病院 池田町 塩飽絵里 十勝いけだ地域医療センター 枝幸町 太田 緑 稚内市立病院

磯石栄一郎 木賊弘明 日翔病院 豊頃町 阿部正之 十勝リハビリテーションセンター 利尻町 太田 緑 稚内市立病院

美唄市 小渡充
北海道中央労災病院せき損セン
ター 安平町

松浦千果子 植苗病院 本別町 廣部広美 アメニティー帯広
利尻富士
町

太田 緑 稚内市立病院

三笠市
鈴木光広

岩見沢市立総合病院
大谷嘉範 道央佐藤病院 足寄町 平松 真友子 十勝リハビリテーションセンター 礼文町 太田 緑 稚内市立病院

磯石栄一郎
むかわ町

松浦千果子 植苗病院 陸別町 寺嶋正啓 おおえメンタルクリニック 留萌市 伊勢田真理子 留萌市立病院

由仁町
鈴木光広

岩見沢市立総合病院
木賊弘明 日翔病院 中山雄介 美幌療育病院 増毛町 伊勢田真理子 留萌市立病院

磯石栄一郎
浦河町

丹 孝泰 浦河赤十字病院 釧路市 中山 由臣 特別養護老人ホーム鶴の園 小平町 伊勢田真理子 留萌市立病院

長沼町 玉島太郎
介護付有料老人ホームかえでの
杜

西舘知美 道央佐藤病院 北川 仁 星が浦病院 苫前町 伊勢田真理子 留萌市立病院

栗山町 三上友朗 栗山赤十字病院
様似町

丹 孝泰 浦河赤十字病院 釧路町 濱田雅哉 ナーシングホームコスモス 羽幌町 伊勢田真理子 留萌市立病院

南幌町 山田達也 南幌町役場 西舘知美 道央佐藤病院 厚岸町 瀬下義正 田中医院デイケアセンターさくら 初山別村 伊勢田真理子 留萌市立病院

月形町 有田史則 介護老人保健施設月形緑苑
えりも町

丹 孝泰 浦河赤十字病院 浜中町 瀬下義正 田中医院デイケアセンターさくら 遠別町 伊勢田真理子 留萌市立病院

夕張市 土屋語 介護老人保健施設夕張 西舘知美 道央佐藤病院 標茶町 大塚恭子 標茶町立病院 天塩町 伊勢田真理子 留萌市立病院

滝川市
田中良二 滝川市立病院 新ひだか

町

牧野篤史 静内病院 弟子屈町 水本達也 デイケアセンターたこ八 北見市 南川優子 北見地域訪問看護ステーション

村井八恵子 滝川市健康づくり課 佐藤知哉 社会福祉法人 静内ペテカリ 鶴居村 梶川 智 老人保健施設 えんれい荘 網走市 本田朋子 介護老人保健施設あるかさる

芦別市 浅野友佳子 訪問リハビリらいらっく
日高町

城あゆみ 苫小牧東病院 白糠町 星川 学 特別養護老人ホーム 清和園 訓子府町 木村 徹 北見赤十字病院

赤平市 谷 治郎 平岸病院 大谷嘉範 道央佐藤病院 根室市 稲荷博之 セラピーこざくら 置戸町 木村 徹 北見赤十字病院

砂川市 住 常寛 介護老人保健施設みやかわ
平取町

城あゆみ 苫小牧東病院 中標津 茂木悟 町立中標津病院 美幌町 中山雄介 美幌療育病院

歌志内市 村井八恵子 滝川市健康づくり課 大谷嘉範 道央佐藤病院 標津町 茂木悟 町立中標津病院 津別町 中山雄介 美幌療育病院

奈井江町 三木文義 介護老人保健施設健寿苑
新冠町

牧野篤史 静内病院 別海町 浦山美香 老人保健施設すこやか 大空町 中山雄介 美幌療育病院

上砂川町 住 常寛 介護老人保健施設みやかわ 佐藤知哉 社会福祉法人 静内ペテカリ 羅臼町 氏家康次 老人保健施設星が浦 斜里町 海下大輔 介護老人保健施設きよさと

浦臼町 住 常寛 介護老人保健施設みやかわ

白老町

和泉 聡
生田医院 介護老人保健施設さ
くら

旭川市 川上 和敏 北都保健福祉専門学校 清里町 海下大輔 介護老人保健施設きよさと

新十津川
町

高尾由紀 空知中央病院 大谷嘉範 道央佐藤病院 小笠原 和真 旭川三愛病院 小清水町 海下大輔 介護老人保健施設きよさと

深川市 赤松充敏 深川市立病院

函館市

大石 朋裕 函館中央病院 斉藤 英敏 大雪病院 紋別市 佐藤 聡
介護老人保健施設サン・ヒルズ
紋別

妹背牛町 浅野友佳子 訪問リハビリらいらっく 門脇俊輔 函館新都市病院 手塚 隆文 旭川圭泉会病院 滝上町 大賀伸也
介護老人保健施設サン・ヒルズ
紋別

秩父別町 赤松充敏 深川市立病院 千田 芳明 高橋病院 久世 みどり 旭川圭泉会病院 興部町 大賀伸也
介護老人保健施設サン・ヒルズ
紋別

雨竜町 浅野友佳子 訪問リハビリらいらっく 北斗市 原子丈夫 やわらぎ苑西桔梗 山本 太地 一条通病院 西興部町 大賀伸也
介護老人保健施設サン・ヒルズ
紋別

北竜町 住 常寛 介護老人保健施設みやかわ 七飯町 野坂康博 ななえ新病院 中濱恒彦 旭川リハビリテーション病院 雄武町 大賀伸也
介護老人保健施設サン・ヒルズ
紋別

沼田町 住 常寛 介護老人保健施設みやかわ 鹿部町 山上雄大 ケアプラザ新函館 片桐 洋介 森山メモリアル病院 佐呂間町 薄井美恵 遠軽学田病院

小樽市 高橋靖明 北海道済生会小樽病院
森町

井本真実 あかまつの里 ななえ 田中 団 森山メモリアル病院 遠軽町 薄井美恵 遠軽学田病院

小樽市 堤裕哉 札樽病院 大井雅人 函館中央病院 北村 憲洋 森山メモリアル病院 湧別町 薄井美恵 遠軽学田病院

仁木町 青木昭裕 林病院 前橋 初枝 大西病院

余市町 青木昭裕 林病院

市町村担当者の
名刺や名簿を

作成

挨拶に持参する
パンフレットに
活用に資する
イラストに力を

OT不在市町村が半数、
一人のOTが
複数の市町村を担当



・訪問前に、「HP」などにて調査し、「データベース」を作成。

・地域ケア会議や地域包括支援センター等での実践を通し、

「各市町村に特有な課題、事業計画への反映」や、

個別マネジメントの成果等をデータベースで共有し、

「好事例を示し」、啓発・普及に役立てる。

各市町村と道士会を繋ぐ窓口担当を
配置・育成し、地域作業療法を推進する ②



市区
町村

包括 運営 ＯＴ 施設 訪問挨拶要約
可能性

開催 個別 圏域 市町村 ＯＴ 会議事業

函館
市

西堀 委託

175
名

33

○
25回/
年

○

無

×
包括を所管している函館市へアピールしたほうが良いと希望が聞かれた。
地域ケア会議でのＯＴ役割明確にしてほしいと要望があった。支援事業に
関しては法人内の西堀病院ＰＴが実施している。

△ △

社協 委託 ○ 不定期 ○ ×
ＯＴの仕事がわからないので見極めたい。ケア会議参集は現状では難しい。
人手は足りない。

△ △

厚生院 委託 ○ 不定期 ○ ×
健康教室への関与に期待したい。ケア会議は必要があるケースではＯＴ参
集も考慮したい。

△ △

こん 委託 ○ 不定期 ○ ○
介護予防事業への参画は函館市の意向によるため、現状では判断できない。
地域ケア会議招集は前向きに検討したい。

○ △

よろこ
び

委託 ○ 6回/年 ○ ×
新介護予防の正式な通知が来てから検討したい。地域ケア会議は必要であ
れば招集する。

○ △

あさひ 委託 ○ 7回/年 ○ ×
転倒予防教室は同一法人の森病院ＰＴ、函館赤十字病院ＰＴに依頼しいて
いる。健康作り教室にOTが関与してほしいとの希望が聞かれた。ボラン
ティア育成に期待したい。

○ ○

北斗
市

かけは
し

委託 7名 3 ○ 不定期 無 無 ×
渡島保健所ＯＴ関与（非会員）。ケア会議参集は現状では困難。ＯＴの参
画はもう少しアピール必要。

× △

森町 森 直営 2名 1 ○ 3回/年 × 無 ×
どんどん関わって欲しい。ケア会議は内容により是非参加して欲しい。セ
ンターにリハ職を配置したい。

○ ○

七飯
町

七飯 直営 14名 4 ○ 2回/月 ○ ○ ×
ケア会議に必要時参加してもらいたい。社協の生きがいデイサービスに参
加してもらいたい。

○ ○

鹿部
町

鹿部 直営 0名 0 ○ 1回/月 無 無 ×
ケア会議参集検討する。予防事業は通知後検討。年間契約を希望。健康教
室は協会病院のＰＴが実施している。

△ △

平成26年度 訪問状況 道南支部① 道南東地区一覧 データベース 一例



・マスター4名（MTDLP研究員）と役員を各地域に派遣し、

各地区の代表者や市町村担当者に、「効果と効率の両面から」

（１）模擬的なOJT、

（２）地域連絡会、

（３）MTDLPといった

「三階建て研修会」として行う。

・その後、地区代表者が市町村担当者を指導しつつ、

「各市町村の実情に合わせて訪問する事業」を行う。

各市町村と道士会を繋ぐ窓口担当を
配置・育成し、地域作業療法を推進する ③



2014年度 4地域での三階建て研修会
2014年6月28日（土）～29日（日） 北見市（道北地域）版

11:30～ 90分～ 13:00 オリエンテーション・講義

14:00～ 60分～ 15:00 ディスカッション;各地の取り組み・課題

〇市町村担当者会議 地域OT系クローズ 28日（土）11:30～15:00(210分)

15:15～ 35分～ 15:50 オリエンテーション・イントロダクション
15:50～ 20分～ 16:10 担当者の宿題 まとめ
16:10～ 50分～ 17:00 OJT「市町村担当者が取り組むこと」
17:00～ 60分～ 18:00 事例に基づくロールプレイ・質疑・アンケート

〇パイロット事業 OJT系クローズ 15:15～18:00 (165分)

〇MTDLP系オープン 29日（日）9:00～12:30 (210分)
9:00～ 45分～ 9:45 MTDLP普及の狙いと道士会取り組み
9:45～ 40分～ 10:25 MTDLPとは．ツールの使い方
10:25～ 10分～ 10:35 事例紹介
10:35～ 90分～ 12:05 個人演習
12:05～ 25分～ 12:30 グループ演習



パイロット事業としてのOJT研修

•オリエンテーション 35分

•宿題のまとめ（HPで事前調査） 20分

•「市町村担当者が取り組むこと」 60分

電話の掛け方、名刺交換方法、ツールを説明する要点などを

シナリオにそって 模範演技後に二人一組にて相互に練習

•「事例に基づく演習」 60分

協会のMTDLP事例にそって グループでプランニング演習

実践に資する知識やskillの獲得を図る

札幌、函館、北見、釧路の4地域で開催



H26年度 道内の4地域と開催都市

函館市

札幌市

北見市

釧路市

会員数2,503名
※H27.3.31現在

70市町村
窓口担当71名

18市町村
窓口担当20名

59市町村
窓口担当27名

32市町村
窓口担当21名



「市町村担当者の取り組むこと」
ロールプレイ1:
電話連絡・接遇・プレゼンの方法

場面1 電話対応編

場面2 課長級あいさつ・名刺交換

場面3 担当職員対応編

場面4 地域包括支援センター 電話対応編

場面5 地域包括支援センター 訪問編

台本の場面設定



市町村担当者 応対ロールプレイ シナリオ

場面2 課長級あいさつ・名刺交換
●名刺を渡すときに気を付けること
・相手が差し出した名刺の高さより、低い位置で名刺を差し出す
・名刺をテーブル越しに渡さない
・ポケットやお財布から直接名刺を出さない
・よれよれの名刺、折れ曲がっている名刺、汚れている名刺を渡さない

●着席順
・一般的には、目上の人・客は上座に座ることになる。
・応接室1や会議室の場合は、応接入り口から最も遠い席が上座となる。
・長いテーブルに、片側３名以上で席につく場合は中央が上座。

「○○が来るまでこちらでお待ちください。」
指定された場所に着席。指定されない場合は、入口奥の上座に座るのが原則。
「お待たせしました。」 立ち上がってあいさつ
「本日は貴重なお時間をいただきありがとうございます。」
近づいて名刺を差し出しながら「私、北海道作業療法士会の○○と申します」
と言いつつ名刺を交換。相手の名刺を「頂戴いたします」と受け取る。
名刺に目を通して、難読文字の場合は
「失礼ですが、なんとお読みすればよろしいのでしょうか?」
と確認し着席し、名刺を名刺入れの上に乗せテーブル左側に置く。
「このほど、北海道作業療法士会では、道内179市町村の担当窓口制を敷くことになり、
私が○○町さんの担当となりましたのでごあいさつで伺いました。」
「10分ほどお時間頂いてよろしいですか?」



「 OTとして地域ケア会議に提案する視点」
ロールプレイ2:
事例グループ検討

• 講師は，

協会のMTDLP研修会を

履修した4名と，

地域での実践が豊富な

役員や会員が行った．



医療
63%

介護
12%

福祉
15%

教育
4%

行政
1%

無回

答
5%

2～5

年目
5%

6～

10年

目
20%

11～

20年

目
47%

21年

目以

上
19%

無回

答
9%

【参加者の基本情報】

すでにある
25%

まず

まず
24%

ほとんどない
24%

まったくない
22%

無回

答
5%

よかった
62%

まずまず
36%

余り
1%

無回

答
1%

領域

経験

連携

研修

179市町村で139人の担当者
うち86名が参加した



「どのように挨拶に行けばよいのか理解できた」

「模擬的OJTはわかりやすかった」

「危機感を持続できるよう努力しようと思った」

「挨拶に行く前に研修があった方が良かったが，

行った後だからわかることも多かった」

「手探りでも進んでいくしかないと感じでいる」

「私達が役立つ職種であることをアピールしながら，

他専門職と一緒に社会を作っていきたい」

コメント



平成26年度パイロット事業総括 2015.3.31現在
地域ケア会議 介入前数 介入後数 介入前ＯＴ関与 介入後ＯＴ関与

地域 市町村 包括 市町村 ％ 市町村 ％ 市町村 ％ 市町村 ％
道央地域 70 128 15 21% 37 53% 0 0% 16 23%
道南地域 18 25 7 39% 18 100% 1 6% 4 22%
道北地域 59 74 19 32% 43 73% 1 2% 3 5%
道東地域 32 38 7 22% 21 66% 0 0% 3 9%

全道計 179 265 48 27% 119 66% 2 1% 26 15%

一次予防事業 介入前数 介入後数 介入前ＯＴ関与 介入後ＯＴ関与

地域 市町村 包括 市町村 ％ 市町村 ％ 市町村 ％ 市町村 ％
道央地域 70 128 14 20% 31 44% 0 0% 10 14%
道南地域 18 25 13 72% 18 100% 0 0% 0 0%
道北地域 59 74 16 27% 43 73% 0 0% 7 12%
道東地域 32 38 12 38% 26 81% 0 0% 5 16%

全道計 179 265 55 31% 118 66% 0 0% 22 12%

二次予防事業 介入前数 介入後数 介入前ＯＴ関与 介入後ＯＴ関与

地域 市町村 包括 市町村 ％ 市町村 ％ 市町村 ％ 市町村 ％
道央地域 70 128 6 9% 19 27% 0 0% 7 10%
道南地域 18 25 10 56% 15 83% 0 0% 2 11%
道北地域 59 74 14 24% 28 47% 0 0% 2 3%
道東地域 32 38 9 28% 19 59% 0 0% 4 13%

全道計 179 265 39 22% 81 45% 0 0% 15 8%



平成26年度 パイロット事業 要約

ＯＴ不在市町村 92／179 51.4%

訪問済み市町村 173／179 96.6% （電話6市町村）

訪問済み包括 259／267 97.7% （電話6包括）

地域ケア会議参加（一回以上） 2 ⇒ 26／179 14.5%

１次予防参加 0 ⇒ 22／179 12.3%

２次予防参加 0 ⇒ 15／179 8.4%

H26委託（地域ケア会議） 下川町・中頓別町

H26委託（予防事業） 下川町・中頓別町

H27委託予定（地域ケア会議） 下川町・中頓別町・釧路市・白糠町・浦臼町・帯広市

H27委託予定（予防事業）
恵庭市・新篠津村・鹿部町
占冠村・知内町・遠別町・古平町・白老町



下川町・中頓別町以外にも

さらに帯広・占冠・知内・遠別などへ

☆ 下川町

中頓別町
東京 ⇒ 韮崎 ⇒ 安曇野 ⇒ 糸魚川

140㎞ 100㎞ 95㎞
札幌 ⇒ 旭川 ⇒ 下川町 ⇒ 中頓別

☆

☆

旭川市

札幌市

平成26年度パイロット事業
「各市町村と道士会を繋ぐ窓口担当を配置・育成し
地域作業療法を推進する」は、一定の成果を上げた。

平成27年度パイロット事業
「各市町村の窓口担当作業療法士を育成し
地域ケア会議に参加する」に、成果を継承してゆく。

北海道作業療法士会の派遣事業



委託事業請負市町村 中頓別町 下川町
委託内容 機能訓練事業 8回/年 リハビリテーション活動支援 12回/年
謝金 一勤務67,660円（約6.0時間） 講師：9,000円/h 実技：5,400円/h 打合せ800円/日
交通費 士会負担 3,520円（旭川往復）

通所回数

来所者：23件/年、在宅訪問：21件/年、
リハビリ教室：7回/年（来所者：介護認
定者、一次予防、二次予防、三次予防混
在 訪問：二次予防）

訪問 17件/年 介護ボランティア教室 1件/年
（訪問者：二次予防）

訪問評価 同行者：保健師、ケアマネジャー 同行者：保健師、ケアマネジャー
業務前後の
カンファレンス

参加者：保健師、ケアマネジャー、
社会福祉士

参加者：保健師、ケアマネジャー、社会福祉士

記録用紙への記載 身体・生活に関する評価、指導内容等 ICFまとめ、指導内容、等

地域ケア会議
への参加

6回/年 参加者：保健師、社会福祉士、栄養士、介護

福祉士、ヘルパー、生活指導員、グループハウス職員
評価・訪問内容、提案などを報告

その他
リハビリ教室の講演：
参加者：70～90歳代の女性15名程度1回

職員向けの講話：1回

介護ボランティア教室：参加者；ボランティア登録
した13名（約60～70歳代の男性2名・女性11名）

【内容】講義；作業療法，介護介助，介助の実際，転
倒予防 実技；車椅子操作の体験、歩行介助

士会から支払額 規定 謝金27,500円＋交通費6,700円 規定 謝金13,500円（3時間）＋交通費3,520円
派遣者 旭川リハ病院、中濱、門間、外山OTR 旭川リハ病院、中濱、門間、外山OTR

受託事業（中頓別町と下川町） 平成26年度実績



全道各地から嬉しい報告が！
赤：士会委託（契約） 青：委託外派遣（依頼文書のみ）

• 札幌北区；１次予防：6月２４日運動教室、7月10日に2箇所で運動教室。

• 札幌白石区；ケア会議、１次予防について今後参加予定。

• 知内町；現在は個別訪問を各回4件程度実施。今年度は11回を予定

• 函館市；2包括で介護予防事業にOTが関わっている。「元気いきいき教室」を年18回開催。

• 八雲町；地域ケア会議、介護予防事業に参加している。

• 今金町；介護予防推進協議会アドバイザー依頼。地域ケア会議、介護予防事業に参加してい
る。

• せたな町；認知症初期支援チーム検討会へ参加。

• 鹿部町；地域ケア連絡会に参加している。道士会交通費支給で参加。

• 更別村； 1次予防講師派遣依頼あり。

• 帯広市；ケア会議開催に向けた会議に参加。「いきいき温泉事業」（一次予防）へ出向予定。

• 深川市；地域リハ支援事業への参加と訪問事業を行う予定。

• 妹背牛町；OT派遣の予算もつけてくれたので、今年度介護予防等から動く予定

• 芦別市;地域ケア会議での講師を頼まれています。予算はつけると。

• 雨竜町；地域ケア会議に行くか決まるかと思います。

• 滝川市；市職員OT勤務。○地域ケア会議：月1回定例で地域ケア会議実施の際に毎回OT参加。
○介護予防：H27年度から介護予防事業のリハビリテーション活動推進支援事業で、"



• 砂川市；２６年度より地域ケア会議にOT参加。２ヶ月に一回開催

• 岩内町；コミュニティーホーム岩内にて介護予防サロンを設置し、1・2次予防の基盤作りを構想
中。

• 恵庭市；地域ケア会議にはまだ参加していないが委託を受けた。

• 江別市；3団体で6月18日に市参事に挨拶に伺う。新

• 篠津村；来年度から地域ケア会議に交通費程度の委託予定。6月16日地域ケア会議に参加。

• 石狩市；1次2次予防に関与。 浜益地域包括支援センターからの委託で認知症に関する講演会依頼
あり。7月7日開催決定。

• 網走市；地域ケア会議、一度お試しというお誘いを受け参加した。

• 旭川市；地域ケア会議へ参加

• 中頓別町；年8回派遣予定。来所者および訪問での評価および指導。訪問前後のカンファレンス。

職員向けの講演を実施

• 下川町 年12回派遣予定。在宅訪問し評価および環境調整を実施。訪問前のカンファレンス参
加。

実施後記録用紙へ記載。個別地域ケア会議へ参加。介護予防ボランティア講習会の開催

• 遠別町；年3回派遣予定。施設入所者への評価および指導。訪問前後のカンファレンス。

• 幌延町；年4回派遣予定。地域ケア会議への参加。

• 北見市；地域ケアネットワーク会議に出席

• 当別町；地域ケア会議参加

• 厚沢部町；地域ケアシステム検討協議会ＷＧ会議へ出席



渡島・桧山（埼玉・佐賀）

道南地域 18市町村

Ｈ26年度パイロット事業

地域連携に焦点をあてて

道南地域の例を報告

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCPvQsJ_KhsYCFdF_vAodxG0ATQ&url=http://www.hokkaido-michinoeki.jp/pdfmap.htm&ei=g_B4VbuDBdH_8QXE24HoBA&bvm=bv.95277229,d.dGc&psig=AFQjCNFQNyweTB3HYY_9Vnza-KPMTt1Wdg&ust=1434075416214931
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCPvQsJ_KhsYCFdF_vAodxG0ATQ&url=http://www.hokkaido-michinoeki.jp/pdfmap.htm&ei=g_B4VbuDBdH_8QXE24HoBA&bvm=bv.95277229,d.dGc&psig=AFQjCNFQNyweTB3HYY_9Vnza-KPMTt1Wdg&ust=1434075416214931


市区町村 包括 運営 ＯＴ 施設 訪問挨拶要約
可能性

開催 個別 圏域 市町村 ＯＴ 会議 事業

知内町 知内 直営 0名 0 ○ 1回/年 無 無 ×
リハビリ教室はＰＴ。予防段階での介入が課題。本当に来てくれる
のか？どのくらい来てくれるのか？

△ △

木古内町 木古内 直営 2名 2 ○ 1回/月 無 無 × ＯＴは介護予防に積極的に関わっている。ＯＴは町職員。 △ ○

福島町 福島 直営 0名 0 ○ 1回/月 無 無 ×
保健事業にＰＴ、ＳＴ。専門職を派遣は非常に助かる。予防だけで
なく介護領域にも派遣希望。

○ ○

上ノ国町 上ノ国 直営 0名 0 ○ 4回/年 無 無 ×
専門職の役割分担を理解していない。ＯＴには様々な場面で関与希
望。予防事業は函脳外ＰＴ、ＳＴ。

○ ○

松前町 松前 直営 1名 1 ○ 不定期 無 無 ×
町の基準では低額の派遣費になるため士会提示を望む。ＣＭ個別支
援計画にも参加して欲しい。

△ ○

江差町 江差 直営 1名 1 ○ 不定期 ○ 無 ×
介護保険料が高く町民から不満、なんとかしたい。ＯＴへ期待大き
い。予防事業に道立江差ＰＴ。

○ ○

厚沢部町 厚沢部 直営 0名 0 ○ 4回/年 ○ ○ ×
厚沢部町に合わせた方法で派遣希望。予防事業は函脳外ＯＴ、ＰＴ、
ＳＴ。ケア会議は試行錯誤している。

○ ○

奥尻町 奥尻 直営 0名 0 ○ 2回/月 無 無 ×
在宅ケア事業団委託。予防事業は島民の自分時間や通所につながら
ないなど、島特有の困難さあり。

△ △

平成26年度 訪問状況 道南支部 道南西・北地区一覧

八雲町
八雲 直営 13名 3 ○ 4回/年 無 無 ○

新介護予防の正式な通知が来てから検討。３年間の経過措置で移行
する。ＯＴは町職員。

○ ○

熊石 直営 0名 0 ○ 1回/月 無 無 ○ 積極的に今後も連携をとって行きたい。 ○ ○
長万部町 長万部 直営 0名 0 × 無 無 × 近隣町のサービス利用。新介護予防の正式な通知が来てから検討。 ○ △

今金町 今金 直営 2名 2 ○ 不定期 無 無 ×
ＮＰＯ法人りらいふに訪問リハ委託している。健康体操などをＯＴ
にやって欲しい。ＯＴは町職員。

○ ○

乙部町 乙部 直営 1名 1 ○ 1回/月 無 無 ×
作業療法士を良く知らない。家屋評価に専門職なし。ＯＴのケア会
議参加は検討する。

△ △

せたな町
桧山・
瀬棚

直営 1名 1 ○ 不定期 ○ 無 × 個別訪問をお願いしたい。生活支援コーディネーター協議会に関
わって欲しい。

○ ○

大成区 直営 0名 0 ○ 不定期 ○ 無 × ○ ○



市町村
一次予防 二次予防

介護普及啓発 ＯＴ 地域活動支援 ＯＴ 通所型 ＯＴ 訪問型 ＯＴ

八雲町

広報やくも・ﾊﾟﾝﾌ・HP

×

3事業

× ○ ○
介護予防教室 高齢者、障がい者の総合相談
定期健康相談 八雲町認知症家族の会
栄養改善教室 熊石介護者と共に歩む会

長万部町 介護予防教室（1回/月） × × × ×

今金町
いきいき元気塾

× × × ×いきいき元気クラブ
福祉講演会

乙部町

お達者いきいき教室

× × × ×
お達者びんしゃん教室
お達者体操教室
男のためのお達者教室

せたな町 3事業 × × × ×

平成26年度 市町村事業状況 道南支部 北・西地区一覧

知内町 健康づくり教室 × 脳トレ × × ×
木古内町 講演会（病気等） × ピンコロ会 × × ×

福島町
健康フェスティバル

×
高齢者学級

× × ×
老人クラブ

上ノ国町 講演会 × 各地域での出前教室 × × ×
松前町 介護予防普及啓発事業 × 地域介護予防活動 × × ×

江差町
いきいき健康教室

×
いきいき健康事業

× × ×
はまなす教室 ころばん教室

厚沢部町

元気はつらつ教室

×

認知症学習会

× ○ ○
さわやか教室 介護教室

奥尻町 お元気サロン × いきいき福祉フェア × × ×



あいさつ訪問を切っ掛けに地域連携が促進された道南の４市町村
概要 総合事業移行の考え 事業依頼 内容・包括コメント等

今
金
町

5,728人(36.8%)
ＯＴ老健２名,
病院１名
派遣：八雲町
（44km)

まだ、具体的に考えて
いない。

介護予防協議会設
立と地域ケア会議
運営へのアドバイ
ザー、訪問型介護
予防事業

・介護予防推進協議会（年2回）
・地域ケア会議運営のアドバイス（隔月）
・訪問型介護予防事業（隔月）
「総合支援事業移行で、要支援者や非該当
者の介護予防が少しずつ見えてきた」

せ
た
な
町

8,819人(40.6%)
OT病院１名
派遣：八雲町
（50km)

生活支援コーディネー
ター協議会を立ち上げ
る予定。ＯＴにも協力
してもらいたい。

訪問型介護予防事
業（町内民間病院
作業療法士との連
携促進）

・訪問型介護予防事業（必要時）。
・認知症初期集中支援チーム立ち上げに向
けた協議会への参加。
「挨拶訪問をきっかけに町内ＯＴと連携し
やすくなった」

鹿
部
町

4,179人(34.7%)
OT不在
派遣：函館市
（45km)

今後の動向を伺ってい
る。他市町村の様子を
見ながら検討したい。

地域ケア連絡会へ
の参加と地域ケア
会議開催準備

・地域ケア連絡会への参加（隔月）
・介護保険非該当者への個別訪問（予定）
「リハ専門職が町内にいないので、リハビ
リ的な視点があると助かる。今後、総合支
援事業を展開していくうえで心強い。」

知
内
町

4,795(33.4%)人
OT不在
派遣：函館市
（48km)

現在検討段階である。 訪問型介護予防事
業と講演依頼

訪問型介護予防事業（5月より月1回）
・講演依頼（地元業者、ケアマネジャーへの講演
テーマ：住宅改修 回数：1回）
「1次産業の従事者の腰痛予防などの相談など
も行えたのでよかった」



今金町の事例；あいさつ訪問から事業依頼まで
H26.7.7 約6年前に講演した作業療法士を伝に今金町包括
支援センターの主幹（保健師）にOT担当者があいさつに行く

ことを電話連絡。

H26.7.18 あいさつ訪問 保健福祉課長と主幹が応対して
くれた。道士会の考えを説明した。OT担当者は今金町老
健の作業療法士であるが、殆ど連携はなかった。

H26.10月、とある懇親会でこれからの介護予防について
道南地域長と保健福祉課主幹が意気投合。町在住の作業療
法士も育ててください！と。

H27.1.28 保健福祉課主幹と係長が、道南地域長を訪問
し、今金町介護予防推進協議会設立に協力してもらえない
かと依頼された。

H27.4.17  今金町介護予防推進協議会設立

H27.4.28 第1回介護予防地域ケア会議開催

お
よ
そ
6

ヶ
月

今までのケア会議
と区別するために
「介護予防」と付

けた





第1回

H27.4.28

•第1回地域ケア会議は、
ルール提示と司会進行を作
業療法士が行った。
時間を決めずじっくりと3例。

第2回

H27.6.23

•第2回は包括保健師が司会
を務めた。

•傍聴席を作り、ＯＪＴとして町
内多職種を参集。

第3回

H27.8.25

• これから

今金町介護予防推進協議会
H27年4月17日設立

保健師

老健
事務長

社協
事務局長

病院
事務長

保健福祉課長

老人福祉施設長

サービス事業所長

作業療法士



第6期 高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画
高齢者ニーズ調査町民からみた
今金町介護予防のポイント

• 外出を控えている理由は「足腰の痛み」

→いつまでも歩けるように、運動器向上

• 外出の移動手段は「徒歩」「自家用車」

→外出の目的を確保

→いつまでも運転できる認知機能

→乗せてもらえる人付き合い

• 治療中の病気は「高血圧」

→食生活、運動、服薬管理

• 在宅サービス利用は「デイサービス」

→デイサービスでの介護予防が大切

→多様な通い場の創出

趣
味
・
役
割
と
社
会
参
加



今金町介護予防推進事業
ひとまち元気プロジェクトの提案

介護予防を通して

みんな元気に！
町も元気に！

元気な高齢者から
寝たきりの高齢者まで

介護保険給付費の減少
まちづくり・地域づくり

サポーター育成



個別訪問の様子（自立～要支援２）
（13:30~16:00 3名）

洗濯物
を自分で干す、
取り込める高さ設定

もう一度
花壇を作るのが目標

入所中の妻の面会を
続けるのが目標

掃除機だけは
自分でかける

３食の食事を台所に下げる
ついでに、脚の運動
コロコロカーペットは自分で
やる
（粘着なくなったら修了）

気分の落ち込みが多い、○本さん 全てヘルパー任せの、○井さん 奥さんの声掛けで動く、○木さん



地域課題・資源発見表

分類：１＝人、２＝場所、３＝環境・サービス、４＝仕組み

検討ケース 地区 生活行為の目標
（要モニタリング）

必要な地域資源 分類

○本さん 種川宮前
① 運動をする。
② 花畑に花を植える。
③ 種川温泉に歩いていける。

① 夫婦で出かけられる場所がある。
② 一緒に花壇を作ってくれる人がいる

２

１

○井さん 昭和町
① ヘルパーさんが

来ているときに、
掃除機をかける、
洗濯物を畳む。

① ゴミだしの時に、
声をかけてくれる人がいる。

① 玄関先にごみを置いておくと、
持って行ってくれる人や、
システムがある。

１

１・４

○木さん 神丘新興
① ３度の食事の片づけをする。
② コロコロカーペットで

粘着力が無くなるまで
掃除する。

③ 老人クラブに行く

① 玄関先にごみを置いておくと、
持って行ってくれる人や、
システムがある。

② 短時間のデイケアがある。
③ 移動の確保（車送迎等）
④ 補聴器の出張サービス

１・４

２
４
３

第１回介護予防地域ケア会議（H27.4.24）



平成27年度パイロット事業および地域事業計画

27年度は，「3階建て講習会」を踏襲しつつ、パイロット事業の続編として計画した。

①ICFおよびMTDLPを活用して「地域ケア会議に資する人材を育成」し、

「市町村アドバイザーとして道士会が認定し組織化する」ための、

「模擬ケア会議的な事例検討会」を，模擬的OJT講習会として行う。

② ①を，26年度の27地区長を、27年度は179市町村の窓口担当者に拡大。

道南・道東・道北各1回、道央地域で3回、複数名の育成を屋根瓦方式、組織化。

③ 各市町村へ啓発や普及を図るため、新たに地域部を組織し以下の事業を行う

④「あいさつ訪問事業」は、OPSの3士会連絡協議会にて、横の連携を取りつつ行う。

⑤「地域支援事業への派遣事業」は、10市町村の依頼を見込み、100％の派遣を。

⑥「地域ケア会議への派遣事業」は、道内179市町村中20％の35市町村へ参画を。

⑦地域医療介護総合確保基金の有効活用を、三士会として道と検討。



2015年度 三階建て研修会
2014年6月27日（土）～28日（日） 室蘭市（道央地域）版

13:00～ 90分～ 14:30 オリエンテーション・地域課題の共有

OJT「市町村担当者が取り組むこと2015」

〇市町村担当者会議 セミオープン 28日（土） 13:00～14:30(90分)

15:00～ 25分～ 15:25 地域支援事業概論～地域ケア会議について
15:25～ 25分～ 15:50 ロールプレイ「模擬地域ケア会議」
15:50～ 30分～ 16:20 地域ケア会議アドバイス個人演習
16:30～ 90分～ 18:00 地域ケア会議アドバイスグループ演習

アドバイス例示とアドバイス集、認定証授与

〇パイロット事業 セミオープン 28日（土）15:00～18:00(180分)

〇MTDLP基礎研修 オープン 29日（日）9:00～17:00 (９0分＋330分)
9:00～ 90分～ 10:30 MTDLP概論
10:30～ 60分～ 11:30 演習事例紹介と聞き取り演習
12:30～ 150分～ 15:00 アセスメント演習シートの活用
15:00～ 90分～ 16:30 プラン演習シートの活用
16:30～ 30分～ 17:00 申し送りシート書き込み方法



北海道リハビリテーション3団体連絡協議会の経緯
平成23年5月30日 月刊クォリティ取材 三士会会長面談

12月6日 道POS会会長会 道POS協議会設立に向けて

会員数で会費（6:5:3）を合同訪問リハ研修会など

平成24年 1月6日 道POS会長会 三士会相互賛助会員制度確立へ

2月26日 北海道三士会合同訪問リハ実務者研修会開催

5月21日 月刊クォリティ取材

12月3日 北海道リハ3団体連絡協議会設立 会費（10:10:6）

平成26年 6月3日 月刊クォリティ取材

8月9日 全国POS会長研修会

8月11日 道POS会長会 地域包括・ケア会議推進の打合せ

（OT士会のシステムにPT・STが乗っかって推進する）

9月18日 連絡協議会として道庁関連部局訪問
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そして 平成27年
1月19日 北海道から

介護予防の推進に資するOT・PT・ST指導者育成事業

に関する問い合わせ

1月31日 OPS合同研修会 模擬ケア会議

2月9日 OPS会長会＋WG

2月13日 北海道に基金を活用した事業案を提出

⇒ PTのリーダー研修会 OTの市町村担当者会議

3月10日 OPS会長会＋WG

4月から 各支部においてOPS協議会の説明会開催

7月12日 札幌にて模擬ケア会議＋生活行為向上リハ講演



北海道リハビリテーション3団体連絡協議会主催研修会
「地域包括ケアシステムにおけるリハビリテーション専門職の
役割を問う～リハビリテーシ ョン専門職不在地域ゼロ作戦～」

会期：2015年7月12日（日曜日） 10:00～16:00 

会場：TKP札幌駅カンファレンスセンター

参加：地域包括ケアシステムに関わる方 （先着 200 名）

（歯科衛生士・管理栄養士・ケアマネに声かけ）

内容：

Overview：10:00～11:00 リハ専門職不在地域ゼロ作戦

北海道リハビリテーション 3 団体連絡協議会

第一部：11:00～12:30  特別講演

「活動」と「参加」に資するリハビリテーション

一般社団法人 日本作業療法士会 会長 中村春基 先生

第二部：13:30～16:00        

特別企画「模擬ケア会議～多職種協働で事例検討による on-the-job-training～」



学会発表；第49回日本作業療法学会 in 兵庫
各市町村の窓口担当作業療法士を育成し地域作業療法を推進する事業

～平成26年度作業療法推進活動パイロット事業の経過報告～

公益社団法人 北海道作業療法士会 地域作業療法推進委員会

◎清水兼悦 浅野葉子 小岩伸之 仙石泰仁 菊地啓介

地域での実践に資する知識やSkill獲得を図る

模擬的On-the-Job Training講習会の成果

～平成26年度パイロット事業の経過報告～

公益社団法人 北海道作業療法士会 地域作業療法推進委員会

◎菊地啓介 岩永輝明 浅野葉子 仙石泰仁 清水兼悦



パイロット事業の成果物
転用や二次加工が可能な視角的なツールにこだわった



平成26年度 パイロット事業 北海道士会分 内訳
☆約40万円返金

科 目 １．決定額 ２．支出額 ３．差 額

①給与 ¥278,000 ¥397,250 ¥-119,250

②会議費 ¥86,850 ¥17,010 ¥69,840

③旅費交通費 ¥904,220 ¥607,909 ¥296,311

④消耗品費 ¥50,930 ¥11,710 ¥39,220

⑤印刷製本費 ¥80,000 ¥146,872 ¥-66,872

⑥通信運搬費 ¥0 ¥8,711 ¥-8,711

⑦賃借料 ¥200,000 ¥9,610 ¥190,390

合 計 ¥1,600,000 ¥1,199,072 ¥400,928



平成26年度 北海道作業療法士会 決算

収入 3772万円

会費 2367万円

事業 621万円

繰越 781万円

パイロット 120万円

支出 3449万円
学術 291万円 ８%
教育 302万円 8.7%
広報・渉外 172万円 5%
事業 84万円 2.4%
支部 348万円 10%
地域部 109万円 3%

パイロット 120万円 3.5%に匹敵

広域な北海道には非常に有効な資金であった



平成26年度パイロット事業 考察と価値
• 協会の飛行機の基準は500㎞

大阪⇒東京 新幹線にて515km のぞみ155分 ひかり180分

札幌⇒釧路 JRにて350km 240～270分 一日6本

時間的制約から飛行機での往復となった。道士会負担とし、約40万円返金。

• 各種会議や事業など，地域でのOT関与は不十分であるが「好事例」があり，

本事業を「切っ掛け」に展開、あるいは本事業が「直接貢献」したと考えた。

• しかし、HPで情報公開している市町村が少なく、

訪問や会員などから直接収集する必要があった。

• さらに訪問した「包括」の約50%が、新年度以降の会議や事業に、

OT参加を「依頼したい」とのことで，「訪問」の重要性を再認識した。

• 地域事業に資する担当者の育成と組織化を図る「ツール」や「仕組み」が、

他の専門団体と連携して戦略的に推進してゆく「切っ掛け」ともなり、

道士会のみならず、他士会の事業推進へのパイロットとなったと考えた。



各市町村のPOS一覧
平成27年2月21日現在

リハ専門職不在市町村ゼロ作戦
PT不在 61   34％
OT不在 92 51％
ST不在 124 69％

リハ専門職不在市町村ゼロ作戦

住民票が不在であっても
サービスが不在とならないよう
地域に貢献しましょう

key-word 「nakayoku」


